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論文内容の要旨
融
本論文は、筆者が 1983 年から現在まで(株)日立製作所中央研究所ならびにシステム開発研究所において、 2003
年から現在まで、大阪大学大学院情報科学研究科マルチメディア工学専攻在学中に行ってきた、専用プログラマブルフ。
ロセッサによるマルチメディア処理技術に関する研究成果をまとめたものである。
近年、音楽や映画といったコンテンツのデ、ジタル化が急速に進み、デジタル放送やブロードバンド接続を介して、
多様なマルチメディアサービスの提供が開始されている。サービスを実現するためのシステムは、プロバイダ側のデ
ータベースサーバとコンシューマ側の端末を中心に構成される。サービスを普及させるには、顧客の噌好に合った高
品質のコンテンツを低コストで提供する必要がある。高品質化については、音声や映像をより低いピットレートに圧
縮して伝送する新規格が次々と開発されている。端末においては、これらの新規格に柔軟に対応し、そのメリットを
享受できるようにすることが課題となる。また顧客の噌好に合った新サービスを迅速に提供するには、サービスに対
する顧客の反応を常に蓄積、分析する必要がある。したがって、データベースサーバも、条件を満たすコンテンツの
一覧表示とし、った定型的な検索要求を処理するだけでは不十分である。顧客のコンテンツ利用状況の分析を目的とす
る、大規模で非定型的な検索要求にも効率良く対応できることが重要な課題となる。
本研究では、専用プログラマブルフ。ロセッサによるマルチメディア処理により、上記課題を解決する方法を提案す
る。まず音声や映像の実時間処理を、機能固定のハードウェアでなく、 C 言語で記述されたソフトウェアで実行可能
にするシステムオンチップを提案する。次に、ハードウェア資源の消費状況を管理するとともに、音声や映像の処理
品質を変化させれば消費資源量を制御できることを利用して、ソフトウェアの追加変更時にも実時間応答性を保証す
る端末のソフトウェア設計方式を提案する。さらに、顧客の曙好分析を目的とした大規模で非定型的なデータベース
検索を、集合演算専用プロセッサを用いて高速化する方式を提案する。
論文審査の結果の要旨
マルチメディアサービスシステムは、高品質な映像サービスを低コストで提供することを目的とし、プロパイダ側の
データベースサーバとコンシューマ側のマルチメディア端末から構成される。サービスの普及に向けて、コンシュー
マの噌好を分析しながら、新サービスを迅速に提供することが求められており、この要求に対応できる柔軟なシステ
ムが必要となっている。本論文は、この新サービス提供の容易化という課題を解決するための、専用プログラマブル
プロセッサによるマルチメディア処理技術に関する研究成果を纏めたものである。その主要な成果を要約すると次の
通りである。
(1)従来の専用プログラマブルフ。ロセッサは、アセンブラ言語による複雑なフ。ログラミングを必要とし、新サービスの
提供に時間がかかる、という問題に対し、コンパイラによる最適化に有効な情報を命令に埋め込むと同時に、データ
転送専用プロセッサを導入してデータキャッシュのヒット率を向上させる方式を提案し、 C 言語によるプログラムで
も十分な処理性能を得ている。
(2)専用プログラマブルプロセッサを用いたマルチメディア端末において、画質等の処理品質を変えるとプロセッサに
対する処理負荷を制御できることに着目し、新サービス追加によるソフトウェアの更新後にも、端末の実時間応答牲
を保証するソフトウェア設計方式を提案している。
(3)データベースサーバにおいては、新サービス企画者によるコン、ンューマの噌好分析を支援するために、非定型的検
索の高速化が必要であるとしづ課題に対し、大容量の主記憶上に必要なデータをベクトル形式で、動的に展開し、集合
演算を高速化する専用プログラマブルフ。ロセッサによりパイプライン処理することで処理効率を向上させる方式を
提案している。
以上のように、本論文は専用プログラマブルフ。ロセッサによるマルチメディア処理において成果を挙げた先駆的研
究として、情報科学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士(情報科学)の学位論文として価値あるものと
認、める。
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